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このたびは、コ□ナ5ミ由ストーブをお質いあげ 
いただき、まことじありがとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明害 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちがい 
つでち見られる所(こ r 保誌書」と共に大のに保 
管しでください。 
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力ーテンや燃えやすいちの / fV > 

を近づけないでください。 / J M \ 、 

さ禦発をするぉそれびぁ簡が哀 f 

可燃物との雜隔距難につい ^ I ^ 

では、標準提巧図 （[^22 ページ ) を参照しでください。 


対流フアンガードをかしての運起禁止 （ FF -357 S のみ） 

巧流フアンガードをがしたが態で運転しますと、力ーテンなどをききこんで火が【こなるおそれびあります。 
また手などふれるとけがをするおそれがあります。 
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团特に額していただきたいこと度をのために0ず祝!) ください) 


この取扱説明養および製品への表示では、製品を安をに圧しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 

切損害を末がに防止するために、いろいろな絵表示をし靡® iifiiffif 播|誦嫌神#起•:: Pinmm 

黑設!黯請 S 族篇 r ます。 


A 警告 
A ま意 


この表示を無視しで、誤った取りあい 
をずると、人び巧 C 、 重傷を負5巧能 
なまたは乂がの巧能性び想定される内 
容を示しでいまず。 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をずると、人び傷害を負ラ可能性や物 
の損害の発ちび想定されるの容を示し 
でいます。 


議^^ 嗦 

M 




ガソリンお禁 jQ 

乃ンリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用 IM 
しないでください。乂おの原因(こなります 。_お 

給排気筒トツプ巧そ <をお gt 

お臟筒トタプの 111 りが S でふ W 

さびれたまま使ちしなし、でくだ问雖。：。〜 
さい。ふさびれでいるときは、 

除霞しでください。 を心トス 

また、板などによる「雪超い」 U 

は給排気の妨げ【こなるのでおやめください。閉そくしで 
いると運転中(こがガスカ*室内に漏れで、危険です。 



通風吹出口をふさがない 

巧類、紙などで溫風吹化□や空気 
お入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、火災の . 
原因じなります。 < 


定期点検の実施 

定親のに年に1◎程度)(こ点検*整備 
を受けでください。点検を受けすに 
長期間使苗し続けると、巧廣や事故 
の原因になり危候でず。 

点検-碧備はお質いおめの販売店や 
資搭きのいる店に依頼しでください。 
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給気筒（管 • ホース）かれをお 

給排気筒（管-ホース）が外れ 

口 


たまま使巧しないでください。 


r 

□c 

がれでいると運転中(こがガスび 
室のに漏れで、盾陵です。 扫 

y 

vW 


、盡網禁止. 


!た*れを険; 


スプレー生厳禁 

スプレー定や力たットこんろ巧么 巧 [i 
ボンベなどを温風のあたるとこ 
ろに放置しないでください。 

熱で生の足力び上がり、爆発しで危険です, 


ご自身でのお付け-移設！;きの 


姻變〇 



お客様ご自身による工事は危険 
です。 

据がけ工事は販売店や専門業害 
(こご依頼ください。（ストーブ 
を移設させる場含を同じです。） 


、で S るよが 









力ーテン、可燃物近接禁止 



jTW 至源コードを傷めない 















































画麵議纖 ill 釀 


給排気筒の接続に関ずるを意 

給が気筒の接続は、正しい ISSSL 

位置に接続しでください。 

誤った接続をすると、異萬 1 

燃焼ゃ义がの原因になります。 / 


〇 


ill ill 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとぎは、使巧し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 
すみやかに運載スイッチを「停止」 
じしでください。 




電源の接続 

•電源は適正配線された単相100 V の〕ンじント 
じ(外は使巧しないでください。 

発熱 • 発乂の原因になります。 


>電源コードは、遠かで接続したり、延長コードの使巧 
他の電気器臭とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発乂の原因になります。 


巧油の保管 A 

なミをは、乂気、雨水、ごみ、高温および直射日光 W 
をさけた場所に龍しでください。 

方ソリンなどといつしよに保管しないでください。 

誤つで使用すると異常燃焼や乂災のおそれわ*あります。 


据付け上の注意 A 

参お客様ご自身による工事は危膜です。 

据巧け工事や移設工事は、必すお買い求めの 
販売店に依顯しでください。 

参ストーブおよび給排気筒の据なけについでは火が予防 
条例、5ミを燃焼機器の設置薑華じよる規制びありますの 
で、これにがつで据巧けでください。 

参ストーブの固定は、本化固定を員などで、確実に固定し 
でぐださい。 


変質な油禁止 

変質な巧（持ち越したな油)、不純な'油（な巧が外 
の油‘水•ごみか"混入したなミ由など）を使巧しない 
でください。異常燃焼や故障のおそれびあります。 
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温風に直接あた5ない/- N iCN 

温風に直接觀帛をたらな 

低温み化、^脱?嫌がになる 
おそれびあります。 

朵拱殺編读骑ぉ解巧卽脯離姆お顯 
摩歯游が巧辨貧慧。す每巧琴知记:试轩群肖.破;画 
が誤游舞齊秋練解覆賴喊が熊あ觸詳 
: i ; 觸贼が？？ 
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改造使用の禁止 


高溫部接触禁止 グタ 

燃焼中や消乂直後は、高温部 

(温風吹出 □) 、給排気筒トップ Ls ^ 

に寺などふれないでください。， 

やけどのおそれびあります。 

;か诚喊辨ゅぃお賴雖^おだ繞贿非さぃ;.’： 

長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときは、電源プラグをおいで 
ください。 

乂災や予想しない事故の原因にな0ます。 


运 

0 


改造しで使巧しないでください。また、ストー1 
ブ本体や給排気筒には巧嚴房巧の熱交換器など 
を取り巧けないでください。 

乂災やがガスが室のに漏れる原因となり危険です。 

電源プラグは確実に差しこむ、 

電源プラブはコンたントに根元まで 
確実に差しこんでください。（また、 を 

傷んだプラヴやゆるんだコンじント 
は使用しないでください。） グ ーー 

乂巧の原因(こなります。 ^ 

めれたまでの巧さ善しはしないでください。 

感電の原因になります。 
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電源プラグのお手入れをずる A 

ときどきは職プラヴを綿、ほこり(あよび 
を属物〉を陈去しでください。（ほこり 前こまる 
と湿気などで絶縁不良になり）乂ぶの原因じなります。 



腰をかけた0、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブが変 
おすることがあります。また、かびの部に入る 
と、感電、火災、故障の原因じなりまず。 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給排気筒トップの近くに、 
な莊や巧燃物など引乂の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

义ぶのおそれびあります。 


指や異物を入れない 

温風吹お□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けか f や乂おの原因になります。 


ミを漏れ確認 

油タンク- 3ム製送ミを管- 
接含部および機器などから 
のな'涵漏れびないことを 
確認の上ご使巧ください。 
な油び漏れでいると火災の 
おそれびあります。 


0 

0 


0 

〇 




















",.、、 •：ン•、こ w 々 
ミがぷ■夕■み，’: 


おミ由時消义 

おミをは、必す消乂しでか 
らおこなつでください。 
こぼれたな巧はよくふき 
おつで < ださい。 

火がのおそれびあります。 


高涵部（やけど）に注意 

燃焼巧や消乂直後は、高温部（グリルの周の 
など）、排気筒（煙突、が気筒トップ、給排 
気茵トツプ)にまなどふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


つ S 巧は、 
、お义 SK 


〇 



A 


B 幫 H 

分解修理の禁止 た _^ 

が障*破損したら、使用し 
ないでください。 ^3 9 \\ 

不完全な修理は、危険です。 jrm ^ & 
お賣い求めの販売店に修理 ( 夕 
を依頼にください。 ( 

廃棄ずるとさの注意 

ストーブを廃棄処分するとぎは、定巧面器の 
巧'油をおき取っでください。 （ C ^ 15ぺージ） 
巧巧び入ったまま廃棄ずるとリサイクルの際 
に思わめ事故になるおそれびあります。 
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〇 



巧油の廃棄 

なミ宙の廃棄処分は、な巧をお質い巧めになった販売底に 
ごホ目談ください。 


巧用する場所 


ををに使用ずるために 


マントルピースなどには据巧けないでください。 


•標高び1500 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度か'薄いため、燃焼に必要な空気び不足しまず。） 
高地で使巧する場含は調整び必要です。（詳しくは、工事 
說明書の ( T 巧おで使巧の巧さつ をご覧ください。 ) 

•温室、鏡育室、乾燥室などでは絶巧に使巧しないでくだ 
さい。 



|Mi 


m 

塵 


0 
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効果のに使用するために 


巧の下や塞面に巧 ■ 

•外気に接する窓の下や壁面(こ置くと、冷気がストーブで 
暖められ、温風としで巧流しますので姊果のです。 


巧巧の街巧を巧げない 

•温風吹出□の前面に暧害物を置かないでください。 

挙 I 

禱霞權 I 潔 

•温風吹出□側の空間をにくとれる場所を選んでください。 
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国各部のなまる 

(^が観図 J ) < FF -447 S > 




表示部 


J3PJI p oP 

前ネル ^ 
溫風吹出 □ 


のぞさ窓 


調節脚 
お台 — 



お■固 I 



構造図） 


— ， — - —_—in 


燃焼巧を風機 
(内部） 



過熱巧止装巧 
(安をサーモスタット) 

遅延サーモスタツ 
のそさ窓 




プリントお綜あ 


点乂トランス 
(内部） 

定油面お 
(ち廣ポンプ） 


点乂ヒータ 
(的部） 


巧 巧 呂動消义装涅 






































〇作部•表示部） 


Xイラストは FF-357S で説明しでいます。 


時計動がコ□ン • 
くが10ぺージ） 


デジタル表示部- 

現を時刻表示 
タイマーたット時刻表示 
設定温度•室の温度表示 


温度 / 時計/タイマー 


7 mm 

AM 

iPM 


設定温度 


室巧温度 


ホタ 

:イ:ホぃ:がミ i ミ 


:刮荷の 

： p；luu 
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おはよラタイマーランブ 
(が11 *12 ぺージ） 

おやすみタイマーランプ 
(原11.12ぺージ） 


電源ランプ- 

(厮9〜12ぺージ) 


タイアー運あ 


1 時間 I 

2時間日を胃 S 


わーブ運転ランプ 
保9ぺージ） 


黯- 


温度/時計調節^ 
タィマイを [^] 

^ ( Eff ) ▲ 


おはよラおやすみ 


. 運転 / 停止 . 


電源 口^ が化が j 


|51ゎーブ運ぁ 


-甜 


の換スイッチ 
(尿10ぺージ） 


時計調節ボタン 
(原10ぺージ) 

温度調節ボタン 
候9ページ） 


チサイ J レド□、シク X — ^ 
(3 间巧し〉 


おやすみタイ7—ボタン 
(陣11ぺージ） 


おはよラタイマーボタン 
(厮11ぺージ） 




運転スイッチ 
(卸9〜11ぺージ） 


たーブ連転ボタン 
(缺9ぺージ） 

1 チャイルド□ックボタシ兼巧、 
U 屈 M 2 ぺージ） ! 





















巧用前の準備 


が料は化ブ巧み (J 旧 1 是なな)を®巧しでください。 

#1 么蟹告 1 巧ソリンなどの巧巧なの面い巧はおがに使用しないでください。 ^ 

看 I 么注療 I 巧質な'油、不純な巧などはおがに®巧しないでください。 W 

参 I 么を意 1 な油は必す乂気•雨水•ごみ- a 湿および直射日光をさけた巧巧にな含し A 
でください。 W 


ガソリンなどといっしよに保管しないでください。誤って使巧すると異常燃焼や乂ぶのおそれカタあります。 


巧ミ由とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(义の気のない所でおこなつでください。） 


変質灯油•不純打油とは- 


おシーズンよ 
0持ちがしの 
0巧 





0 


民巧旧曰がに 
あたる巧や湿 
度の高い巧に 
な含した灯巧 


容おのふたび 水-ごみやな 
巧けであった0、油ながの巧が 
が白をのポリ ほんのわずか 
容 S で巧 S し でち巧入した 


0 


口なはめれたまま 巧ソリンはすぐ巧く 


疆) 







Ni 度に変資したをのは、黄色«か力、ったり、すっぱい(こおいがします。 
^£!、すな巧巧のポリタンクをお使いくださし、。 

はシーズン中に使いきりましよラ。 



禱數繁む讓編淵!? S 德裴た鱗、’彩; 




給;由 

給ミ宙の手順と注意 


»|么ま意 1お巧は必ず消乂しでからおこない、こぼれたななはよく 
ふきとつでください。义巧のおそれびあります。 

参送ミをバルブを閱じで給液□ふたを外し巿販の給油ポンプで給'油し 
で < ださい。 

油童計の計び「満 J をさしたら給油をやめでください。 

給巧後は、給油□じあるストレーナを取り出しで、水やごみわぶた 
まつでいたら掃除しでください。 

参ストレーナを取り巧けで、給油□ふたを必すちとどおり締めでくだ 
さい。 


給巧ポンプ 


給油□ふた 

スト レーナ (内部) 
























燃料切れのミ主意と空気巧さの方法 


P 油タンクを空にしないよラにミ主意しでください。 

巧タンクを一旦空にしますと、送巧経路のに空気びたまり、正常に送油できなくなることがあります。 
このよラな場合には巧の順唐で空気あさをしで<ださい。 

1 • 巧タンクに給巧しまず。 / 

2. ストーブ巧面の;! r イルフイルタに巧いでいるを巧巧き巧の ^ f がノ 
ねじをゆるれでください。くな巧び肋ここぼれないように巧、 

容器などを巧憲しで < ださい。） 

3. ゴム K 送ぶ宮をよく振り、送 a おお巧の空巧巧きを十分にお け —— 

こなつでください。 III \トオイルフィルタ 

4•を巧が巧けでオイルフイルタの中にななび满たされたら、を \-/ 

巧巧き巧のねじを巧めでください。 

iii おおがおお诞齡なおお端碱お沾能技結故^た111111ぶお^;•，、，.•ぶ r : ぶおぶぶも 

‘;卿あ禱柄琴を;;谭峰群瞬榮濟餐猜巧稽夕巧齡销斬醉を帶销如。<::;ぶぶ’ぶぶ -h 


点义前の準備と 5 崔認 

定油面器のセツ h 


参ネリめで使巧するときやシーズン初めに使規する場ち、ス I ^ーブろ側面 
の定ミ由面器リじッ K ポタンを押しで < ださい。 

•リ它ットボタンは、据え付け時や、シーズン巧めじ操作します。 

ストーブに強い衝撃をちえたりした場含もこの操作をおこなっでくだ 
さい。 

•后 一、 点乂操作後4〜5分しでち着义しなかったり、着义後2〜3分 
で消乂しでしまラ場含ち、リじットボタンを巧しでください。 

な油流入□のごムおの固着び外れて巧油びスムーズに流れます。 


‘ミ…い，ミ;/ ; い；，；，-…’‘‘*い 1 こ三い； r : いい 

誦ィ棘が占鍵編賴みを娜城接端ち嫌縣む 
话ま載 : mmmmm 綱細が做を縣細 w 雌絹 
ぶ聲祷柄 5 が結なジ满病賈我 1 ：據趙姆みお燃 i が、峰誦^巧踞 ■ 

おお圏省を饼玲罐^熙おお Hn , おおおお站靖耻 




リた、シトボタン 



リじツトボタン 


スぺーサ 



送油経路の点検 


胃 I 成ま意1巧タンク-ゴム製送油管，接さ部および機器などからな油漏れび 
ないことを確認しでください。 

:濟雜お獄ぉ簽ぞき辞儀ち該藻にお消が嫂颊織巧憐を蘭齡巧を?!きも 

おすを巧黄衆暗巧,卿5ち葛み .r 心ぶ U ぶ心^も;ぶ i ぶぶお; r 心 r ; お* 


電源の接続 


漏れ確認 



•觀ぉ靜喊ぉ城ぉ蹲蘇^疑缉蜡棘棘觸點叫お^おおお咒お 
社斬.端卖と織:黯な讓捧聯巧围細刪劈賴ぉ綱獲寞蝴峨蹈船 


ストーブ周固の確認 


► I ま意1 力ーテンや燃えやずいちのを巧ブけないでください。 
义災び発をするおそれがあります。 


給が気筒接続部の確認 


® 度 



» |逆^酱告1 搶排気窗(管•ホース）びがれたまま使巧しないでください。がれでいると運お中に妍ガスび 
室のに漏れで、辰おです。 








5 

点乂 


使用方法 


温風び化る前に運輯スイッチを〔停止〕にしでも約8分間は運転を継続しますび異萬ではありません。 
これは燃焼室巧の未燃ガスを完をに燃焼させるための安全運輯です。 


巧タンクの送なパルブを M いでくだ 
さい。 


■ 送'巧バルブ 



2•通巧スイツチを巧しでください。 

•畢源ランプの点灯と同時に、時計表示（末じツトの場含は 
--。- - I ) から、温度表示に切り変わります。 


C 國： Qffl 」 




1おはようおやすみ 

ミ に…:;り姻ぅぅ 夕 p # i!i 

r cm ) —【が 


:.ぶ. . U ;. : •••ザ ; i 


チゃイル Kd ック I 
(の押し） 



聖温の調節 


ストーブ運転中は、ルームサーモむンサにより設定温度に廠じで白動のに乂力がのり変わります。 


1•な度■節ポタン け 低 J 直 >) を巧しで巧 a の》定 a 度にをわせで 
ください。 

•巧亟]ボタンを1回巧ずと設定湿度び1で下がります。 

♦ I 富公ボタンを1回巧すと設を温度が1で上がります。 

♦ げ痛] I 高 ▲： ) ポタンを巧しつづけると、設定温度は達続しで 
変わります。 

•停奪か f あつた場さでち1か間が內の停電であれば、再じ、ジトする 
必要はありません。 

参未たットの場台、設定温度は白動のに22でにた、ジトされます。 

参設定温度は、12でから30でまでの範闽でじットできます。 


セーブ運起 


—設定温度_室巧温度_ 

'がじ己を 


温度/時計調節 

( Bp ) は T ) j 


: f 低 r 高, 


最ル乂力でち室温び上昇する場合(気温の高いとき、日あたりの良い部屋)は、じーブ蓮おをお選びくださし、。 

■セーブ運起のセット I ■セーブ運転の解除 


たーブ》巧ポタンを巧しでください。 

•たーブ運乾ランプが点のし、室遍 _ 

力*設定湿度より約3で上昇すると、 
自動のに消乂(它ーブ消火）し、設 チ 
定温度まで下びると目動的に再扁 . 

火しで、室温を調節します。 


I わーブ運お 


チヤイルド己ツク 
C 3 回巧し） 


をラ1度たーブ運おポタンを巧し 
で < ださい。 

鲁ちーブ運乾ランプび消なしで通常運 

おしちどります。 i 麵踞锁 if 

a わーブ遍お 


炎の状態 


炎のが態はきい炎の中に、いくらかの黄芭いお（赤乂）が混じつでいでも異常ではありません。 
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設を温度 室內逊度 \ 

\ -ま坛/刺:-， 
)) 獅口 

「國。望| 

おを/時 It 謂節 / 

イ氏声!巧;お! ■; 提:裝 .! れぉ.拖;卓.恥可 i^J I 1 


▼(侍）が） ▲ V 



►遅おスイツチをがしをどしでください。 

参電源ランプは消巧しますび、本体内部がち却するまで燃焼巧¬ 
が流巧送風機は、 運転を継続しまず。 

•デジタル表示部は温度表示から時刻表示に®り変わりまず。 

参約10お後に本体の部びお却され、燃焼巧-巧流巧送風機が 
自動的に停止します。 

i * 纖ま赛舊菁蔽泣炭觸腿攤尝敞成^拙 H ぶぶ ii 

お開巧が神蝴靖ち賴辦 I 巧鑽稱顿巧ちお n 

: f 巧轉!今轉辨巧をお巧弹热飾が鄉きが:: 


消乂後再点乂ずるとさのま意 


燃焼中に誤ってぶのよラな操作をすると、再点乂安全装置の働きで、本体巧部が;ち却されるまで点火でき 
ませんのでを意しでください。 

•電源プラグを抜いた。 

•おはよラタイマーポタンを巧した。 

•運転スイ、ジチをがしちどした。 

ただし、瞬間的な停電（約3紗がの）の場含は、そのまま燃焼を継続します。 


聲 

茜:定温度 ま巧あ巧 

• つな 
• ui し! 


タイマーの使苗方法 


1.時れ扣節のの巧スイッチを〔時れさせ）または〔タイマーをせ；！にしまず。 

•現巧時刻をたットする前は、 I 一し V - I を表示します。 ぶ森觀8 かぶ 
参タイマー時刻をじットする前は、自動的に AM 5:00 に K が 

じツトされでいます。 、 A 


巧在 》a お.?《ぉも:讀赛 


時計 

譜掘3造 


時計 






2* 時れ揭節ボタンの (：▼ mwi ) をがしで現を時刻またはタイ7—点义時刻をたツトしでください。 


H 回巧すごとに ( yw は1時間、 惊乂) は1分進みます。 
押しつブけると表示は連続しで進みます。 

XyWl ボタンで時刻含わせをしたときは AM - PM を 
まちびえないように注意しでください。 


_設定おち_室巧温度 

' / I • rnn ) 

し— .....'!• I し' U | f 7 

温度/時計調節__ 

▼ (聪 cJ ) 乂 


f 時11お ▲) 時計動作コ□ン 


3•切換スイッチを〔時れ）の位證にさわせで<ださい。 


参時訂動作コ □ ンび点滅に変わり 
時計動作を開始します。 




_設定温度室の温度 

/ — /| ♦ 口 n 

tC ♦ JU 

温度/時計調節 


時計動作 
ZI □ン 


•;>微す^*(£鞭3131<城爲熟す绞なな窥1©81;^震ぶだを&)^ :: i ：- i ： Un ：-：： 

W 1 辨睐 ㈱ 巧な鄕柳!!巧綱 pjf 衝瓣競!蛛避 mjpim 麵滿繊 P 趕触; i お i : おお 

U 资 5 HJ 鉄あ劇寒簿瓜 r 總魏氣攝雜鮑:广--た[-淮表添 U 孩も持魏餘お狼:錬 © S 總诘で冷だ兹 un ぶぶぶぶ U 
:寒张谜啟煎破淨梁で渡筋;(觀媽蠢«後抱没が琢 tt 控觀 l ^姻 l 樂證篤逸 tt 挖< i 3榮躬;1^:::; in 1 M rsi ぶ n . i'n 
; U lum H 境刻凌盞達!と送 M 對触 t 裝讀謂氏键魏 fe 您 H がぶ r ぶ ：; u ; n ;: r < n : u ; u n r ぶ n.nnt n 








おはよラタイマ^ 


■ストーブ停止中か S のタイマーセット 
1•追巧スイツチ巧がしでください。 



2•おはよ5タイマーボタンを巧しでください。 

参おはよラタイマーランプび点巧しで、たット完3 
でず。 

♦デジタル表示部におはよラタイマーたット時刻が表 
示され、おはよラタイ7—運転に入ります。 

•約5妙後に現を時刻表示にちどります。 

参をわせた時刻になると、じーフ運転を開始します。 


通ち/伴止羞 

■が一 



巧:定お巧 室巧お巧 タイマー遅お 



湿な/時か況節 おはよラおやすみ 




■おはようタイマーの解除 

•おはようタイマーボタンを押しまず。 

♦おはよラタイマーランプが消巧し、デジタル表示部 
び温度表示に切り変わります。 

•このままであれば自動のに燃焼を開始しまず。 
停止する場含は、運転スイクチを巧しちどしでくだ 
さい。 


_巧をおを_室巧迅巧 

國：し'留 


化/* 5 


忍を/時か巧お 


(巧〉 （巧） 




タイマーが 




おやすみタイマー 


■おやずみタイマー運我のセット 


参おやずみタイマーボタンを巧しでください。 

•設定時間のおやすみタイ マーラ ンプび点な 
し、設定時間経過後自動消乂し、同時(こ 
デジタル表示部は I 巧が。となります。 

/♦I ◎巧す^—1時間運転を白動消乂〜 

♦2 ◎巧す -2時間運輯後白動消乂 

このとさ運較スイッチは、運転が態の 
L ままにしでおいでください。 一 


が定化5 ミ巧ぶな 

臣 C つじ Li£ 

通度/時肝巧巧 

ほ fc'.: 踞巧略!嘘：をミ 3 ご 

_ ▼ (巧） けが ▲ 



投定湿巧_ま巧ぶ巧 

~^：\EF 



■おやずみタイマー運拓の解除 

参おやずみタイマーボタンをがしで、おやずみタイマーランプを 
消なさせでください。 

•このが態で、おはよラタイマー運乾されでいない場含は燃焼び 
継続しますので、消火するときは适稳スイッチをがしちどしで 
<ださい。 


タイマ HI お 

a 1時 flBa 
2時 flBa 


おはよ〇おやすみ 

















おはようタイマーとおやすみタイマーの同時運輯 


1•おやずみタイマーをたツトしでください。 （1:^11 ページ） 

2•おはよラタイマーをたツトしでください。11ページ） 

纖觀猎嫌織^^蘇ぶ； 

J jfS . ^:ミ！.，*;,-。 



4 を革か ぶ い,：：： 叫 も 


チャイルドロック 


おそ様などによるいたすら操作の防止や、誤って運輯スイッチを巧しでち点火しないよラにする機能です。 

■チャイルド□ックのセット 

巧止中にチャイルドロックボタン(たーブ巧おボタン巧巧)を3秒な肉に3回巧しでください。 

•チャイルド□ックびたットされ、デジタル表示部がで打になります。 


設定温度 室內温度 _ 

厂 " I 叫二广/ "I 
L 」。しし iJ 。 


タイツー速 fe 

=1時茵 cn 
2時間 d 


温度/時計調節 おはよラおやすみ 

イ^^^ I qj 

▼ く時）（分 ） A 


.運転/停止. 


D たーブ 運転 


チヤイ J レド□ツク 
(3 回巧し） 



I チャイルド□ックの解除 

巧巧、チャイルドロックボタンを3砂な內に3回がしでください。 

，'鷄鶏攀譜鶏瓣義燕蔽織鑛黨鐵縣端碱 I 磕鶏觸 





巧安全装置 


このス1-ーブには次のようなを全装置びついでいます。 

すべでの安全装雷は、異常び取り除かれでも再度点乂操作しなければ運乾は停止したままです。 



巧巧白動消义装 S 

( f 引 表示） 

•地震(約震度5私上)や強い衝糞 
を受けたときは巧震自動消乂装 
置び作動しで自動のに消火しま 
す。 

•地震じよつで作動した傷ち、商囲の可燃物、機器の 
損傷、迎漏れ、給排気筒の外れなど異常びないこと 
を確認しでから再点义しでください。 

点乂安を装担 
燃焼制御装が 

(回 表示 ♦固 表示) 

•油のれ-点火ミス*途中消义し 
たときに自動消乂します。 

•「日常の魚検-手入れ J (類"14〜17ぺージ)をしで 
から点乂操作をしでください。 
姐違しでち繰り返しエラ^表示わ*出るとさは、一昼 
運乾スイ、ジチを〔偉止〕【こしで販売店に連絡しでく 
ださい。 

停巧安を装置 

•停電や電源ブラヴびコンじント 
から抜けたとさは 、すぺでの還 
提を停止します。 

•停電復帰(再通電)後デジタル表示部に ff が表示 
され、ストーブは運起しません。 

再度扁义操作をしで < ださい。 

健熱防止装獲 

〔まをサーモスタット] 

(表示部全消な）1 

. 

♦温風空気取入□や遍風吹出□び 
ほこりなどでぶ、さびれたり、ス 
トーブ前面に障害物びあるなど 
しで本体の部び週熱すると白動 
のに消乂します。 

参温風空気お入□や温風吹化□の掃除をしでから再点 
乂しでください。 （ t ^ 16 -17ページ） 

処置しでち操り返しエラー表示び出るときは、一昼 
運新スイッチを〔停比）にしで販売店に連絡しでく 
ださい。 

y 



その他の装置 




が気管巧けおが装置 


再点义まを装宙 


巧惊管の接続部びがれたり、が気管 
巧け検が巧リード線が献線したとさ 
じは、をま装置か f 作動し、エラー表 
ホ If 引を表示し、自動のに消乂し 
ます。 



参消乂直後、本が两部がち却しないラ 
ちに再点火操作をしでち、一昼ち却 
しでからでないと燃爲しないよラに 
なつでいます。 


参原因を調べ、処置後な乂操作をしでくださ 


が巧□キヤツフ 


が気舊巧け 
巧が巧リード線 



おが気筒 


排気营抜け検が巧リード線のゆるみまたは、 
外れ-断線びないか礎認しでください。 

拳本体の部がちがするのを待って(約10分)、 
ちラー度な乂操作をしで < ださい。 


•部屋の温度び scrcuu ： になったと 

室温異巧上昇巧止装ちきてラ-表示圧口を表示し、白動 

のに消乂します。 


参ル-^ムサ-^モじンサの周睡を点検し、窓を 
あけ、部屋の換気をしでから、点火操作を 
おこなつでください。 














国日常の点巧•手入れ 

点検.を入れは、消乂後ストーブび十分をえでから、必す電源プラヴをコンたントから抜いでおこなつでください。 

j 胃;ミ婿吉ミ与病蘇お桐酷婉ぉ繞梦 g 辞 I 视郵お^奪 S 掉おも;^:もおおお y おおお强おお 


ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと） 


• I 么注意 I カーテンや燃えやずいちのをおブけないでください。义災ぴ発をするおそれびあります。 

•ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミちがしみたりしでち模です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

• 面主意1 油タンクやゴム製送'油爸-接さ部および機器などからのな a 漏れびないことをお認の上ご使巧くだ 
さい。 

.輪輪游^龄單機戰辨騎靖麵插雖銷觀削點韻韻觀觀龍おお;; 


•ゴム製送逆管は、屋外で使巧しないでください。屋外での使用は禁止されでいます。 

屋内で u ム製送油管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れびないか確認し、夕点びある 
ときは交換しでください。交換のめやすは、3ホに一度でず。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 


M 么警告 J 給が気筒(管-ホース)ががれたまま使巧しないでください。 

がれでいると運拉中に St ガスが'漏れで危おです。 

>1 蕃告 I 積雪び多いときじは、給が気筒トツプの固りび雪でふさびれでいないことをお認しでくださし、。 
ふさびれでいるときは、除墅しでください。閱そくしでいると、運転中に排ガスび室巧に漏れで危険です。 

>給排気筒およびトップの周凰に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物び置いである場含は、移動しでください。 


参給排気筒； y つまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初め(こは必す点検し、くちか>巣をつくったり異物か>入ったりしでい 
るときは、必す掃陈しでください。 

参給が気筒を一度おり外しで、再び取り巧けるとさは、が気管の接続部の部に 
はめこんである0リングが破損しでいないか確かめでください。 

破損しでいた場台は、お買い求めの販売店に交換を依頼しで< ださい。 


給が気筒 




0リンク 
P 40 4種0 


油タンクの水巧き （ 1シ~ズン1〜2回） 


別売 TC-40K お油タンクの場合 

ミ由タンク巧には、水やごみびたまりやすく、多くたまると 
ストーブのちへ流出しで、な油の流れを妨げで十分な乂で 
び出なくなります。ときどき水グージを点検しで、巧のよ 
ラに水を抜いでくださし、。 

1 •水びたまるとな巧と水との巧巧面にホをのフ□ー トび巧 
き上びりまず。フロートび上まで浮き上がつでいたら水 
なぎをおこなつで < ださい。 


化グージ’ 


踐 


‘フ□—卜 


2. 水巧き八ルブの下に容巧を置いで、水巧き八ルブをかし 
ゆるめると油タンク的の水が化で、フロートび巧!みまず。 
水を巧いたらが巧ぎ八ルブを固く巧めでください。 

巧漏れがないか巧屏しでください。 















定油面器ストレーナの掃除りシーズン1〜2回）お買し、求めの販売風こ巧頼してくださし V 


>定巧面器には、ごみを除くためのストレーナがついでいます。 

かやごみびたまると、巧灌の流れを妨げで、十がな义たが化なくなります。 
シーズン終わりには、次のよラに掃除しでください。 

(定油面器巧のな油を巧くとぎを同じ方法でおこなつでください。） 


1•巧タンクのを巧パルブを巧じでください。 

2•ストーブ W 面にあるストレーナの擢巧□に八ガキ 
などの ■« 巧》しをんで、巧巧イド《巧0、その 
下に容 a を■いでください。 

作 F -447 S はろ側面に掃除日びありまず。） 

3. ストレーナの止めねじをゆるめで巧しでください。 
定»面 S の巧れたな巧やごみがを®巧れおまず。 

4•ストレーナを巧0出しで、をれいなな巧のホでず 
ずさがいホしでください。 




lliiii 







w< 


スト レーナ 



スト レーナ ゴムパ ツ キン 


止めねじ 

乂イラス トは FF -357 S を示します。 


オイルフィルタの掃除 （ 1シ~ズン1〜2回）お買いホめの販売店に依頼してください C 


•オイルフイルタに水やごみびたまった場含は、巧のように掃除をおこなつでください。 
(オイルフイルタのななを巧くときち同じち法でおこなつでください。） 


1•巧タンクの送巧バルブを巧じで、オイルフイルタの 
下にでまるだけ大さめの容 B 巧用意しでください。 

2♦ストレーナカップをかし、カップにたまった水や 
ごみを巧てでください。 


スト レーナ カップ 



3•フィルタを真下に引いて巧し、ちれいな巧巧でずす 
ぎないしでください。 






フィルタ 



をれいな 
/な油 


ゴム寺袋 


んフィルタを組み化み、ストレーナカップを巧く巧めがけでください。巧タンクの送巧バルブを拥さ、ちな 
«巧巧の空巧巧さをし、巧涵れヴないか確扭しでください。 （ t ^ 8ページ） 









点义ヒータの点検（シーズン初め）お買い巧めの販売店に依頼して<ださい。 


>点火ヒータや点义しんにすすがイ寸着すると、ホ熱び低下したり、ミ由の吸い上げか>悪くなり、着乂不良の原因 
になります。 

1福魄伊臟 i 縣轉嫂 ㈱ !酵辨ち麵再峭辦鞭嚇撫 y 梁削欄燃山 


ポットバーナの,点検（シーズンネ刃め）お買い求めの販売店に依頼してください。^ 


ノ\ーナ巧部や燃焼リンブの点検は高度な技術を必要としますので、お買いずめの販売店に依頼しでください。 


のぞき窓の透明度が悪くなつたとき…_お買い求めの P お売店に依頼して < ださし、。 


►のぞさ窓の透明度か t 悪くなったときは、巧のよラに掃除しで 
ください。 

•前パネルを外し、のぞき窓をとめでいるねじを外しで、か 
し水を言ませた巧でふきおつでください。 


i 殿;登韓鱗！離錢籌!點驅! j I ; 

ミが邸瞒網轉葦斯帮巧韓辭酵酔縣解銷 


温風の出□の掃除（週1回） 


>本体や温風の出□の巧れは、本体びをえでから、しめらせた 
やわらかい巧でふき取つでください。 



X イラストは FF -357 S を示します。 


:♦也浸をか秀巧ち巧拴詔鋪を辕巧も!;ホをを浮據轰ム;そ諸游萬が; 

i 龍！謂攝龍！髓 ei 謂11瞧 


熱交換器の点検 （ 1シーズン1〜2回）お買いホめの販売店に依頼してください。 


•熱交換器の巧部にすすび異常にたまると、不完全燃焼の原因になります。 

i 體變醫11嫌靡難塑隱隱 ii 麵髓11 



対流用送風機（巧流ファンガ-"ド）の掃除（週1回！; Lb ) 


•巧流巧送風機-が流フアン巧ードは週1◎む上掃惊しでください。 

♦巧流用送風機のガード（巧流フアン乃ード）にほこりびたまると、音び大きくなつて温風畫びがなくなり、 
暖房が力び低下すると同時に、ストーブ巧の温度び異常に高くなつで、過熱防止装置(ミ全サーモスタット） 
び作動する場ちびあります。1週間に1回!^上は、巧のま順に従って巧流巧送風機を取り外しで掃除をし 
で < ださい。 


■巧流用を風機のがしかた 〈 FF -447 S > 

1. 遅巧を巧止し巧流用を風棋がとまつでいることを®巧しで<ださい。 

2. 巧面カバー(上)を固定しでいる化巧ビスを取りがしでください。 

3. 巧流巧送風なのリドがプラグを巧いでください。 

ん«ねじを巧してから、巧流巧送 a 巧を後ろに巧けながら上巧へ引き 
出しで < ださい。 

5. »巧«1などでガード-モータ-菊おについたほこりを巧り巧いでく 
ださい。 

纖轉船輔請麵 t 镶柳尚舞#蜡销き顿 I 謂謂お 


化祗ビス 



プラブを巧く 
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■が流用送風磯の組み付けかた 〈 FF -447 S > 


•巧流巧を風《1を巧したとさと巧の M 巧で、をとどお0に組み巧け 
でください。このとさ、巧巧巧送 M の下巧のゴムの却かをフラス 
チックの满にはめ込んでください。 



はめ込む 


■対流フアンガードのがしかた 〈 FF -357 S > 


フイルタ固定ねじ 


1•遅巧を停让し、巧流用送 S 樓び比まっていることを « n しでく 
ださい。 

2. フイルタ困定ねじをがしてください。 

3. 巧おフアンガード上巧のとっでを後ろに巧しで上に弓は上げると、 
巧巧フアン巧ードが巧れまず。 

ん»巧機などでガード-モータ-巧おについたほこりを巧り巧い 
でください。 


巧流フアンガード 


とつで 



議 II 靡が《囉亭 


Isstp-f 

が？綻お、知違を•ぶ 


I 对流ファンガードの組みがけかた 〈 FF -357 S > 

1. 巧巧ファン巧ードの下な巧麵を、巧流ファン巧ード巧が台のツメ 
(3 力所)に引つ»けでください。 

2. 巧巧ファンガード上巧のとつで«機興側にがしで、巧巧フアン 
ガード巧はめでください。 

3. フイルタ苗をねじで国定しでくだまい。 



巧流フアン 
方ー ド取巧台 


‘ソメの巧側に入れる 





1議隨1雲|謡|»： 

害霉确鴻讀;瓣議畔畔靖*嗜躬載が i 



地震などの災害び発生したときの点検 


地震などの災害が発ちし、機器に振動や衝撃び如わったときは、運転前に必す巧の点検をおこなってください。 

•おがなりの巧れ、涵れの 》n 
参な巧 E 篇からの涵れ gn 

点検で異常びみつかった場合は、お買いすめの販売店に修理を依頼しでください。 


定期点巧 


ft 巧間ご巧用になりまずと、機 S のおながか要でず。 

• 2 シーズン(こ10程度、シープン終3後などに、点檢を実施しでください。点検のご相談はお買いあげ店または修理 
資梧き〔(財）日本石油燃焼機器保守協含 （TEL 03-3499-2928) でおこなラち術營理講留会修3着（石巧機器技術 
管理±)など〕のいる店までお問い合わせください。 


国 




こんな症状は 
あ?)ませんか 


>莊もれびする。 

>強いにおいびする。 

>運輯中(こ異常な音びする。 

>その他の異篱や故陵びある。 


故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連絡ください。 
点検*修理についでのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
相談 < ださい。 
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スト レーナを 外しで掃除する 
油タンクの水をお< ^ 


一 I 送ミを経路の空気抜きをする 


ストーブをか平に調節する 
^長3で、巧びり3窗所1^{下にずる X 

「地震などの災害が発をしたときの点検 J 
の点検項目を確認し、運転スイ、ンチを巧 
しなおし、再点乂する《 


のミあをとりかえ、定巧面器の掃徐をする 
X _ 

が気管の接続箇所を正しく取りなける^ 
おおつでいるちのを取り除く 
締め直す《 I 一 


攤顯觀巧糖職)輔 


こ费髓1£裝這城が動！；：：^!’ 


原因を巧り除いた後、再点乂する 16 

" EC ルームサーモじンサの周困を点検する 

' が気管の接続部およびが気管巧け検知巧 

fS リード線の接続部の外れびないか点検13 

I ム 'I I A < 圓 J t ム« ゾ丄，^ f I — » 、 ■ j 


が巧可卞心がの HI お絶"，い：ぃぃいいいい*いい 

ミづホ i J 美，> ^ ^ k M, M ig*-- 

ちミ <»< ミ* 

釋 Hi 救中幾®^作釋;强第巧下巧夕新げ I 


一 販売店に修理を依頼する 


鐘撒林ヴが鑽ずふ,拭鄉綠过技し韻说 


ミがお*洗が t で I 佩 


撫禱管獄接赫鍊にぷ寺巧が載る11:: U 11 


IIすもず乂 -乂夕もすミ ^ * y t ： X i i H ^ i 

’總雜投 zfctmTKia で w 资：: 


* g い w g rf ♦い， 
いいいい > 4 


おが鳩裙旅まおおみ齡涨觀 

HU} X ^ u s , M ぃ f * ぃ f い f ぃ < M ミ* も 

巧 J 巧も狂^ * > << S >i i *< >i * i ft vcf もぃぃぃぃ' 

ザ>ホ|£<ミミ>>«ミ^べ# >> X i t * i t < i i < 


を歸實群雕纖た资 5 







m 


，多為ぶしみ j お嚇値鐘顏擁 ja 潘 w - 



幽巧障-異常の見分け方と処置方法 


巧のよラな現象は®巧ではあ0ません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


諭 ■■l■illll||ilil 11111 [itiiiiiiiii 




初めで使用するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱塗料やほこりなどび焼けるためです。しばらく窓をあけで換気し 
でくださし、。 

初めで使巧するときや、シーズンネリめの巧使 
用時に1回で着乂しない。 

点义しでち2〜3分で消义しでしまラ。 

•定》面器リ t ットボタンを fe ットしでください。 （ C ^8 ぺージ） 

♦送油経路巧の空気抜きをしでください。 （13^8 ページ） 

燃焼開始時や消乂をに「ピチ-ピチ J といラ 
音びする。 

本体の部び熱じより膨張、収縮するためです。異常ではありません。 

点乂しでもすぐ温風び出ない。 

不快な;ち風をおさないためで、本体内部び暖まると温風び自動のにの 
き出できまず。 

消乂しでも温風わぐ出でいる。 

本体巧部び冷 SP ずるまで送風を継続します。 

翁の中に黄色いお啸乂）が混じる。 

異溝ではありません。 

給排気筒の先端から連続のに白煙が出る。 

外気湿がおくなると、が乃ス中に含まれでいる水分び凝結しで水霖気 
になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 , 


巧の表(こもとついで、もラー度お確かめください。 

処置ち法で^巧の項目や、処置ちまにより処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にごす目談ください。 


然ちき窓が冷ち赛： 











































部品交巧のしかた 



消’耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品） 

お期間の使用により消耗•劣化しやすい部品 


点乂ヒータ（点乂しん) 
パイ□ツトリンブ 



変質•不純な巧の使用により莫化しやすい部品 


定油面器 
ポツトパーナ 


>点乂ヒータ（点火しん） 


保管(長期旧使用しない場を） 

おしまいになるときは、曰萬の点検•寺入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 
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ポット式 


■ 強制給 排気お • ^ 
電気点乂す^^ 
なミを （ J に1号な油) 


強制な流お 


__ 0.48 L/h 

0.20 L/h _ 

17,780 kJ/h 

7,410 kJ/h _ 

88.0 % 

87.0 % 

4.36 kW _ 

1.74 kW 

木 造 18が(11置)まで 

コンクリート 26. 5が (16 置)まで 

木 造 20が(12曇)まで 

__コンクリート29.5が(18畳)まで 

高さ60 0 mm 幅500 mm 奥巧 324 mm 
20 ka 


-0.39 L ル 
0.2 OL ル _ 
14,440与ル 
7,410 kJ / h _ 
87.0 %一 
84，？ %__^ 
3.49 kW 
1.74 kW 
造 15 mf ( 


9置)まで 


_コンクリート 21.5 が (13 量)まで 

木 造 15 nrf ( 9置)まで 

__コンクリート__25が(15置)まで 

高さ 550 mnn 1111415 mm 奥巧302.5 mm 
16咕 


_ 100 V 50/60 HZ 

- 最大 90/89 W (点乂祝期に短時間発生)「 最大 90/89 W (点乂初期に短時間発を） 

燃焼時39/29 W 燃焼時 38/28 W _ 

_ 1.7 W _ 

QU 4-3 __ 

— _ 

ホ 75 mnn 
260’ C 以下 

5 A _ 

巧震自動消乂装置 • 点义ミを装置 • 燃焼制御装置 • 停電 をを装置’過熱防止装置(ミをサーモスタット） 

排 気管巧け検知装置-再点乂を全装置-室温異常上昇防止装置 _ 

給排気筒 t ット1 • 工事説明書1 • 取报説明書1 • 本体固定を具2,置台1 • 3ム製送お管締付パンド2 


国^標準適室は、な回ま人•曰本ガス石迪機器工業をの算定富準によります。 


がお寸法図） < FF -447 S > 


M • 235 ,125 


給が気苗取な巧(り？ 5) 


お気宮巧な□(の 40) 




〈 FF -357 S 〉 


おが気筒取げ巧（ホ 75) 


お気菅取巧□(み 40) 



里面拒が 

15 205125 r " 


りと, t ) 

71 

' 口 



































u = a ： 巧お 

ZZI [ d ] IIQ 3 巧义ヒータ 
庶义トランス 


こ百職図 J 



ポット パー ナ 



巧おボンブ 


ゴム疫送油管 


送巧パルブ 


アフターサービス 



♦本書の「故厲•異常の見分け方と処涅ち法」 （ C ：^ 18ページ）の頂にがつで調べでち良くならないときは、電源プラグをおいで 
お質い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい内容はなの通りでず。 

♦品さ 

♦ 型巧の呼び 

♦ ご住所-ご巧ち-お電巧否 g 
• お两いあげ日 

•巧 巧 が巧（できるだけ貝巧的に） 

春修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間かであれば巧証害の規定にがつで無料修理させでいただきまず。 

♦ご不明な点や修理に関ずるご巧談は、お買いずめの販売店かお近くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い含わせください。 


参このコ□ナ密聞す扫ミ由ストーブには保証室がついでいます。「お費いあけ曰•販売巧ち J などの記入をお確かめのラえ、販売店か 
らお受けとりじな0、大切に保管しでくださし、。 

参保証韻構はお買いあげいただいた曰から1を間です。 

参巧のよラな原因による故障および事がじつきましでは、保！！の巧まになりませんので注意しでください。 

•変質な油や不純な油など、またな'油む外の燃料使巧じよる巧巧や事故。 

♦誤った使用ち法じよる故隋や事故。 




















擔巧けについでは、乂おず防条例、電気設備に関する按術基準などま书の薑華びあります。 

工事説明書の「特にま意しでいたださたいこと（安全のために必すお守りください)」をお読みになり、販売店または 
据巧け業者とよくごホ目談<ださい。また、「標準据巧け例 J については、下固を参照しで<ださい。 


寸け例 


〈正面〉 


60 cm が上 


〈側画> 


本が固走を員 
目〇师咐属品） 

な上 \ 1 2 cm 

\な上 




〈給排気筒の正面〉 




巧 
；燃 

10 on 菊 
む上-滅 


巧固を舍具 

(F •犯；另质部品） 


600 nl ^ 上 ミ燃ミ 20 on 
ミ紙が上 


/で/で..--//'/9 / 

户巧面•スラブあなど％ 


34己加が上がのな上長 


^巧面•スラブ面など 


が寸'法9 cm 

(スぺーサを使巧しない塚さ） 


2•運巧 （屈^ 9 -10 ページ） 

①巧おスイツチを巧しで<ださい。 

•電源ランプび点巧し、約1分をに点义しまず。 

•点乂を 5 〜 6 おで巧流巧送風機びまわり温慰び出ます。 




® 運巧スイツチを巧しをどしでください。 

参電源ランプ;ザ消灯し、約10分後に燃焼巧送風機' 巧流用送風機が厚止します。 


試運乾は、販売店または据巧け業害とごいっしよに必すおこなっでください。 

1•逢お準備 （ C ^7 - 8ページ） 

①巧タンクにな巧 ( JIS 1号な巧）をおなしでください。 

( D 巧タンクのを巧八ルブを巧いで、ち巧経巧巧の空ななぎをしでください。 

③ストーブ側面の水平器で、水平に》«されていることを巧巧しでください。 

み定巧面器リ它ットポタンを巧く押しでください。 （13" 8ぺージ） 

⑥ストーブの置台の上やを油管の巧統巧に、あのたまりやな巧れびないか巧かめでください。 
@巧巧 （« 窝500〜1500 m ) で巧用される《さは、巧巧び載 i なため WB び必要となりまず。 

(詳しくは、工事説明書の 广高地で使巧の場含） を参照しでください。) 

③遅巧スイッチび〔停止）になっているか巧巧してください。 

運転スイッチを〔運転〕のまま電源ブラヴを〕ンじントに差しこむと、臣白び表示されます。 

⑥竜巧プラグをコンじントに差しこんでください。 

参 1 A 注意巧源プラグは、コンたントに根巧まで確実に差しこんでください。 


据巧け力 《 終わりましたら、もラー度、工事説明書の「特にを憲しでいただぎたいこと（安全のために必すお守りくだ 
さい)」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるか確認しでください。 


精巧けや移設工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ご白身ではおこなわないでください。 


据付け•巧設 
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お客様ご相談窓口覽表 

修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご樓認の上、 

お貫いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼<ださい。 

ご輯居やご贈爸品などでお西0の場合は、下記のお近くの窓□じご相談く 
ださい。 、 

名称、巧巧地、電話番号は、を至する場含がありますのでご3承ください。 


♦アフターサーピスのお問 い合わせ は 下記へどうぞ 

コ□ナタービスセンター 
禮01 20-919-302 

(な巧受付専巧ダイヤル） 

FAX 0120夕 19*322 

巧，巧：!は6区のおさ巧は g 巧のヴービスセンターへ窒巧 
おかけ < ださい。 


携巧■括 ’PHS 等か5は 
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へおかけ < ださし、 
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